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事務局からのお知らせ

(1 )会員増強に対するお願い

事務局からのお知らせ

皆様会員のご支援と協力により水素エネルギー協会も今年で 20周年を迎える事に

なりました。また、国内外でも以前に増して水素エネルギーに対して熱い日が向

けられてきております。そこで、この機会をとらえますますの会員の増強をはか

り、更に活動の充実を図りたいと考えております。会員の関係者で、水素エネル

ギーに興味のある方または応援して頂けそうな方々にお声を掛け入会のお誘いを

して頂けたら有り難いと思っております。本会の活動及び入会の案内は、本紙の

後半に記載されておりますので、宜しくお願い致します。

(2) W資料』の掲載について

メーカが自社の製品(ただし、水素エネルギーに関するもの)を有料 (1万円 /1頁

:最大 3頁)で紹介出来るページを設けました。是非とも皆様および関係者の参加

をお願い致します。

(3)広告掲載のお願い

会誌及びシステム研究会前田IJ集に掲載する広告を募集しております。 1頁当り 3.5

万円です。ご希望の方は、下記編集委員会事務局までご連絡下さい。

連絡先

武蔵工業大学水素エネルギ-研究センター内

水素エネルギ-協会編集委員会事務局

担当:山根

TEし:03- 3703 -3111 (内線 3508)

FAX:03 - 5707 -2222 

(4)第 16回水素エネルギーシステム研究発表会発表論文募集について

来年度も、水素エネルギーシステム研究発表会発を、 11月に実施する予定です。

実施要領は、本年度と同じ様に実施する予定です。多数の応募をお待ちしており

ます。次回の会誌 Vol圃 20，No. 1に改めてご案内申し上げます。

(5) The 3rd Korea-Japan Joint Symposium '95 on Hydrogen Energy(First Circular)の

ご案内

(a)日時・場所:September 1，1995 
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The Yusong Tourist Hotel， Taejon Korea 

(b)トピック:・ HydrogenEnergy， General • Hydorgen Safety Problems 
• Hydrogen Properties • Hydrogen Energy System 
• Hydrogen Production • Hydrogen Storage and 
• Hydrogen Utilization Transportation 

(c)アブストラクトと論文の提出:アブストラクト締め切り;March 31， 1995 

(英文)論文の締め切り ; June 30. 1995 

(d)参加費:一般参加者;80，000won 

学生参加者;20，000won 

(e)その他:・タダラ市内観光(一日コース、シンポジュウム後)

・公用語;英語

(f)連絡先:Dr. Kyu Sung Sim 

Korea Institute of Energy Research 

71 -2， Jang -dong， Yusong -ku， 

Taejon 305 -343 Korea 

Tel. (042) 860 -3440 

Fax.(042) 860 -3134 

(6) The 11 the World Hydrogen Energy Conferenceについて

(a)日時・場所:June 23・28，1996

Culture and Convention Center "Liederhalle" 

Stuttgart， Germany 

(b)トピック:・ Transitionto Hydrogen-based Sustainable Energy systems 

-socio-political aspects 

-environmental aspects 

-enonomic aspects 

-safety 

• Technologies of Hydrogen Energy Carriers 
-production 

-storage and transpo吋

-utilization 

• Fundamental Research Topics 
• International and National Programs and Projects 

(c)アブストラクトと論文の提出:アブストラクト締め切り ;July10，1996 

(実行委員会資料による)論文の締め切り ; January 31， 1996 

(d)参加費:未定
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(f)連絡先:DECHEMA e. V. -c/o hydrogen '96 

Theodor - Heuss -Allee 25 

o -60486 Frankfurt am Main 

Tel. +49-69-7564-241 or 242 

Fax.十49-69四 7564-201

事務局からのお知らせ

注)論文発表を予定している方は、上記連絡先に "Callfor Paper"の資料を請求し

て下さい。又、参加を希望する方も、 2ndCircularの請求を連絡先に依頼願います。
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